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アクリル繊維の25年
東京工業大学敦授神原　周

撒昭和5年にドイツで耐油性および耐烈1性に富む合成ゴムペ　　シンセンミとなづけた。この名前を誰がつけたかははっきり

ルブナソが発表された。これはブタジエンとア〃リロニトリ　　　していない。時に昭和16年であったが，研究の大半は昭和15

ルの共重合物であった。この発表に刺激され，この合成ゴム　　年に終っていた。今年はそれから丁度25年となる。

の研究を行なったo当時アクリロニトリルをエチレソシアソ　　　戦後デこ・ボン坐llは｛i｛［酸溶解法による紡糸にt〕三凶し，ジメチ

ヒドリンの脱水により合成していたがその収率が悪く研究は　　　ルホルムアミド法によるものとど九らが良いかを聞くといっ

大変であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たこともあて，た。硫酸を溶剤とした場合，使い終った硫憤を

　そうこうしていζ・う’もに昭和1341三デ訊ポソ社のナイロソが　　硫安として回収するととを考え研究したが成品のコスト高か
∀

すれば繊維としして有　　　’”　”　　　　　　　　　　　　　　1　　　　’　…　　　　　　　　いものができない・ご

用なものが得られるであろうと考えた。　　　　　　　　　　　こに研究の容易ならぬところがある・溶剤である硝酸中に尿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　索を加えておくと則鎖に一CoNH2基が灘入され染色性がよ

一CH2－CH－－CH2－CH－→一一一CH2－CH－CH2－CH一　　　くなる。
’　　　　l　　　　　l　　　　　　　l　　　　l　　　　なおポリアク艸ニトリルを加熱すると着色するが，これ
　　　　CN　　　　CN　　　　　CH2NH2　HO…C＝O　　は以下に示すような構造を持つようになるためであることが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わかった。これは有機半i尊体の性質を有しており興味深いも
→…cB工：㌫　　　　9畿灘ζ継ニトリル臓ているときこ‘うよ

4　日夜休まず研究を行なったが遂にこれは不n∫能に近いこと　　　　　　　＼CブCII＼CプCH＼C芦CH＼

がわかった。そこでとにかくポリアクリロニトリルを溶剤に　　　　　　1　　　1　　　1
溶かし紡糸する研究を行ってみた。まずロダンカルシューム　　　　　　ンC＞・’N／C転N／CSN／

あるいはロダソソーダの濃厚溶液を用いてみた。混式紡糸に

より繊維とすることができたが紡糸速度が遅いなどの理由で　　　現在ポリアクリロニトリルの溶融紡糸を夢みている。ポリ

さらに別の溶剤について研究を行った。即ち65％硫酸を溶剤　　　アクリロニトリルは融点を持たない。しかしアクリロニトリ

とした。溶液を水あるいは希硫酸に凝固させ紡糸してみた。　　　ルとブタジエンのブロックポリマpは融点を持つことが判っ

’熱延伸すると使用に耐える繊継ができることを明らかに』晶こ　　ており，これを使えば溶融紡糸可能で，この研究の発展が望

このようにしてできた合成繊維を新しい殻維とゆう意麟ミでミ　　まれる。　　　　　　　　　　　　　　　（文責・松沢）



（2）肱158（霧轍麗鍋）千　　曲　　会　　報　　　　昭綱0年順1日

有機スズ化合物の構造
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪大学拗受大河原六郎

　1958～1959年｜・リメチルおよびジメチルスズのカルボン酸　　徴といえる。

塩の合成を行ない，それは固体ではアキルスズのカチナンと　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sn・・

蒜篇㍑こ≧議鮪㍑㌶：望璽搬蒜・麗　　　　　　・7－？’
それ、平而三三角形および1自：線形をなすことを明らかにした。こ　　　　　　　　　　　　　　　O｝「｝－SI1　　　　　　　　　　　　　‘

蒜㌫瓢㌫、驚蕊二1，跳きぱ禦12　　　・・c’
かけさ九た以下のような構造をもっことが明らかされた。　　　　119S11のNMR，メスバウエル・スペ”トルの測定から他の
　　　　　　l　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　研究者がこの結ltを支持しているr，この骨枯粥造はさらに一

　　　””栗”’”°Y°”“’う㌣’’”へ？パ…　　讐撒；ご三難雛㍑提㍑1劉潔：頸《，

　　　　　　　　　　R　　　　R　　　　ゲソ）形の化合物につい・c下に」汁」：うソcハシ・珊酬髄ぱ
　トリアルキルスズ誘導体につい」ぐの赤外吸収スペクトル的　　　提出した《3

研究から得られた頂要な結論は，51zllll　角形を｝n〕㎞C8Snグ　　　　　　　　　　　　正王O－一一Su・一……・（、）一一……・S11：X

ルPプが他のグループYによって橋かけされた1Tのよらな鎖　　　　　　　　　　↓　　↑　　↓　　　↑
状の化合物の一群がその1加徹勃、ということである。こ　　　　XSn）°｝”一’SI’…一゜H

の陽合スズは5座配位であるo　，　　　　　　　　　　　　　　ジアルキル誘導体のう’ら溶液ll｜で単1’：体としてイF在する

　　　　　　　C　　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　CIR200CCH8およびR2Sn（OoccH｛1）21・二お↓」’るスズ｝～　｛：jrl

　　　　　＿sLY＿sL＿Y＿　　　　賊れそれ5理轍・6座徽と蹴・・梱鵡？働粥｝
　　　　　　／＼　　　　／＼　　　　　　　　　　　　　　解に敏感である。オキシネ声トR2Sn（OX）2ピピジン付加物
，　　　　　　　C　　　C　．　　C　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2SnC12（b：PY）　などは6磁配位てき宏ラi三：な化合物であ～リ

　ジアルキルスズ誘導体の構造に関して研究し，XR2Sn－C）　　τいノニトロソーβ一ナツトシ｛トはジスタノキサン誘漕休が宏
］SnR2X（X＝CI，　OSi（CH8）3など）なる形を‡）つジスタ　　定である。しかしこれらの赤外吸ll又スベ〃1・ルは複雑な¢〕で

ノキサンはつぎに示すような配位によって安定な二：｛ll：体をつ　　　R基カミTralls位かCis位か判定をVドすの｛旗難かしい。そこ．で

くることおよび生じたSno　4鍛環がジスタノキサソの化学で　　　ジメチルスズピスチルアセテ｛1・（CCIIの2SI1（aCaC）zに・

は重要であることを指適した。これらジスタノキサンは分子　　　ついてはじめて選択律な適用しレcメチル店同志がTralls位で

内に剛靴4および5座酉弛のスズ原子をもっている∫勧ミ特　あ～淀と翻秘7二。、　　　　　　（幻［・松沢）

繊　維　界　の　動　向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帝人常務　鷲　　　田　　　　　勇

最近の合成繊⑰売れゆき｝ま決してよくはない・一頓のよ　えていない。今後脳・殆戒i，麟概戊撚繊維び．）1撤が・・つは

うに作れば売れるといったそんな時代は過ぎ去った。テトロ　　のものに兼ねそなえられようなもC，〕ができることを期欝し・ご

ンは丈夫な繊維である。これが日本で売り出された壁‖は，消　　　いる。しかしこれは，これまでなか当オこ情しい方法で，新し

費者はわれ先にと買った。しかし・合成繊維が種々そして多　　　い型の筒分子物が合成されることによ・コ←c得られるであろう

：i：に生産され販売されるに至り・1階は噛した・蹴者は・rl・　と閤㈱していなし・。むし梛嬬》：・もの力歌は・娘され

質の良悪，特微，欠点などを知った上で賀うようになった。　　　て行ってそれに到達し，碍るえ、のと考丸～1、。

長い人類の歴史において刻肱ど｝こ働・れた繊維材料に｝ま　　このような川籾圷に田F究閣撫わ祝1，こと当瑚粥’るが
木綿，縞羊毛などがある。なかんずく絹のあの貴族的な持　　今後いろいろの部門で成果汎1こるた泊’こは．研究者，酪自の．

味・光況風味また耗の豊か聞惑覚とその縮繊性は人類に　専n腔深く」鰍して行かねば｝1・：ら把已撫，る，、浅くμ：蜘

愛好されて来た・この性質を人r±初手で造ったものは現鮒i　り追求して械果刷1陶できない1似う，．（類・松沢）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
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　　鵬4眸11月1日　　　千　曲　会　報（阻和31年6月18日第3糧郵便物灘σ）形．158（3）

　　　　　　　　　　　　　　繊維工業化学科創立25周年記年行事
　　　　　　　　　　　　　、s㎡’、㎏〆戸、】’只、領’嶋、㎡〆」⑯、’〆、、’声、】’「、㎡’「、”、」’戸、領〆【、】’、、㎡’、、’F、」’両、図’r、」’、、，’、零〆珂

・1塚駄郎，二繊繊，IW｝蛭、文治、酬、、就　脚酬、，1係23（ll召矛n40イド10∫］1「l　U↓］rl：　’郁　　』ユ　　斤」　　り，（）33

けられ蹴たが・その猫はり↓たされなかった。しかし昭不ll　人学・研獅1　21　敗　　u　51
2年蚕糸化学ユ場及史験室（2211Dが建てられ研究業紙も累　　　団　体・協　会　　　9　　　製　糸　会　社　　　16

紺るに至った・　　　　　　　　　　染色加エイ1：上ぱ89　紡織1こ業　80
還㍑遮㍑’套認≧灘禦1ξ麗馨㌶膓驚　　能整三塁　1‖　纏｝戎工諜　；

も吐±峻の∫1抽であ姻易ミ1｛撤多端の折棚1々その火現は　その他の乙1三Uぱ　23　1’1　　営　23
困蝋であった。しかし建物その他の設備費さえ用息出来るな　　　そ　　の　　他　　　54　　死　　　　　亡　　　25

らぱその実現も不可能ではないという見通しが学校当局午曲　　　記念講演会（10月16n）繊祀学緬14堂にて盛会裡に行な］っ

会の人々によってなされ運動が続けられた。その系～課製糸利　　れた。1捌寅内容は別記の女llくであった。演題：

4回牛業生，当時長W思生糸晃同出荷組合横孤出張所勤務森　　　　　アクリル繊維の25年　　泉京コニ業大学教授　神原　　周

m三郎氏の斡旋により片倉製糸紡績株式企社重役正馴覚太郎　　　　W機スズ化合物の構造　大阪大学教授　　　大河原六郎

氏が個人で15万円の醸金をすることを快諾した。この設備資　　　　繊組界の動向　　　　　帝人常務　　　　　鷲田　　男

金が昧たの破酬は繊ホ1［イ蹴ゆ設立に脇助・た。そ　記念式典および祝宴（1明17日）秋1ぽ吻よさ日・前川5
の後川s倉製糸鰍株式会llカζこび墳金を山すことになり，　より本館第一会随にて繊維工業化籾ゆ械に力を注がれ
さらに10万II］を迫加して当叶としては巨留｛の25万円が上lll，　　　た教職nの方々および学内の主たった人々を招き記念式典か

泉京・泉都の3校に同額宛宵イ1されるところとなった。この　　　以下の如く行なわれた。

快挙により待望の繊灘化学利が全国に先がけて上mに誕生す　　　　く北条尖行委工1長のあいさつ〉昭和15年に繊紘工米学利が

ることとなり，昭和15年4刀40名の第1回の入学坐を迎える　　創立され今年で25年を経過した。人間でいえば一・人前といっ

はこびとなった。現在の木造二階建（380坪）平屋建（247．5　　ことてあり，宇）ζ生の間からも1】己念行事をしようとの声あり

坪）の突験室，教室の建物は昭和15年8日20n地鎮祭，11月　　　このようなこととなった。ここに創立に際し，！】弱された多く

19日上糠式がf］なわれ，昭和16年3月31口竣工した。これに　　の先生力および職員の方々に感謝の気持を表り1し，またこの

要した費用は135，274，3円で大同組が建設に当った。他の殴　　時を祝いたい。

用は研究室，学生弐験室の実験台，実験器具などの突験研究　　　　く己念品贈］」〉ξ↓‖維化’ト肩の育成に努力された尚先生およ

設備に当てられた。当ll5の学校長は井上柳梧教授であったが　　　び職員の方々に；己念品が贈られた。

建物研究設備の設立拡充などの具体的な仕事は繊組化学利初　　　く奥現神戸大学教授の謝壮〉昭和15年まだ若かりし時繊維

代科長古谷栄蔵教授を先卯に教職n全員が一・致協力してその　　工業化穿科創設に参加した。当時新しさと若さに晶ち張り切

完成に努力した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　って教育に研究に打ち込んだ。いま60イ∫余才となり，それは

昭和18年4肱名改称により上田繊糾門’澱は．ヒIll繊維　過去の思い出となった。触当時の学生元者才品いま礼会の第
Tl♂門学校となり，昭和24年6月学制改革により信州大学の発　　　一線て活躍している。今後当学利がますます発展されんこと

足とともに繊維学部として参加し一般救尭を白学部て］‘ち…　　　を望む。　　　　　　　　　　写

貫した教育を行う学部となった。　（昭和41年度より信州大学　　　く呵口学部長代理の祝舟〉大正未期より懸案てあった蚕糸

の一般教義は統合して1ケ年問を松本で行うことに決った）　　化学利の設立レよなかなか文部γ1当局のいれるところではなか

昭和29年4」］繊維学専攻科（1塀1｛化学専攻定貝5名）が設け　　　った。昭和10罐F頃から合成繊維の発展めざましくなるととも

られ，昭和36年4月繊維学剖｛の改新にともない管利名が繊維　　　に当局も繊維化学利の必要性を認めたが戦争中てあり則政的

工米化学科と改められた。昭和39年4刀『抵組学了9攻利が廃止　　　にも無理てあった。時に千曲公の努力および片倉製糸株式会

され繊組学研究科修士部程（大戸じ院繊維工業化学研究生定員　　社の御好ぶにより財政的裏づけを欄，文部省の認めるところ



　　（4）形．158（昭和31年6月寸8日第3種郵便物認可）千　　曲　　会　　報　　　　昭綱0鋼1別日

となり昭和15ゴ1繊‘、1｛化学‘1の設立されるところと／↓った。そ　　　口，後｝1糾紘ll，坂｝｜W二・伽ll」良太郎・フ1｛川：k二・隅lll隆太

の後25年を径て多くの先生力また職員の力々の努力にょり現　　　郎，西沢一俊，］IV谷栄蔵の尚先ノ1．，、　k力’八｝1‘」㍉高ill醐呪1治

在の如くなり繊制1工業界1こ多くの人を送り，その存在は広く　　武苗まさる，松崎捨太郎，宮卜llJ，川睨備知‘ll｛・和日側llの

知られるところとなった。その発展を祝い今後の成長を祈る　　　諸氏。
　〈山口千llll会理Tl］長の祝辞〉午llll会は会員6千名のマン屯　　　　“li　l　l古谷先（1．は御ll’1気いなWlllll　C　5ず咀様が｛C　I（出られ｛

ス会となり会徽の緊1・ヒ1な交りも不IO能とな・，，て来た。いっい　　　1た。また伊藤武男，四i尺　俊加よび∬｝～II“太郎；11／1．・”cらび

ろ0）ブロックに分かれ会員の交流をはかって｛、らいたい。こ　　　に大ll］jl尚cんレ」御欠1吊てしたむ｝たi｜・1！賀会に川1吊され／いカ

の慧味でも木日の如き会合が盛んに開かれることを語望］る　　　ノ、の記念’ゲ1’匙＆載｝ゼ（加、⊃ll／こ，、

慧∨韻　　　　☆懸　　蹴酬二酬の現シ胸酬
イ1機合成化胎、脱1な　ll喝聯1川．陶□う1鋤｛い幻り1扱授，汰ll1

　　　　　　　　　］こ陥技官
物｜甲化学］1氾lw　　　凡マ；茂1嘱偏2↓］｜1自、働1紹泓1助翔芝

　　　　　　　　　川il1川∫
尚勾∫1ビr、、蹴1’・　　1、、γ敏，暢’日～，松↓尺n，：助批綴，中村

　　　　　　　　　1｝賜
化’；繊渦’11糊1・1　　隅川㍑人川；1’k授G鰯｛三｝

色r｛！ぐ加1㍉～ン：1澗’1’　　フ、川源IZi削》，恢日∬」　助拠篇，三イ1

　〈祝R披露，万才三ll昌〉拶己宴・、己念式典に川ll・、翻した諸先，　　　　　　　脚肩、小餓脚’1次1川，小甘舶、
差1および職nのカ々をお招きしてZl後2同よリレストジンカ　　　　　1　の　他　　　　　イ川日↓1（郎「llぴ’∩㌦山胴｛・11次郎｝ド務’1㍍

ワfに．て祝宴が開かれた。稲bl先生始～ノ）奥，会川，W「1先d．　　　　　　　　　　　　　　｜ll月鞘　技’日，紬アr留歳抽官

などのスピーチあり，また同窓ノEo）思い川川111ノ∫ど‘1’ノりなご　　　2．　将来の抱負

やかな雰囲気の中にタカ齢c続け札れた。　　　　　　　秤判舗の忠）玉・／1溌展に1隔い｝1’臓（汲膏力嚇，」、され’1’，

　なお記念品を贈られゾこの隠以下のノノ々てしノ＿。　（敬称略）　　　それゆえ教育内容も次第に矩’5であろう（一一『しξで11榔1、品の

　月愈工業株式会社社畏安田義一㍉会田源fド，阿久汁伊・ド，　　　餓かれた繊維fヒ学の｛1月究の1・にψ．｝・よ‘，ぴ．く，そ1　C広い分

稲垣莱諸，伊藤武男，大平敏彦，奥ir句巳，遠藤恒久，黒岩茂　　　凹での研づ旨と数育をそ同けねば’｝：らないてあみう

　　　　　　　　　　信毎i文化賞に輝く山崎寿博士の研究

　　　　　　　　　　　　　　　蚕の軟化病原体の発見と防除法の研究

　上田蚕繍協同組合学術零Ol’獅Il［長農学博士山崎寿氏（蚕14）　　　　　：240

はこの度地方文化最高の儒毎文化賞受牡に輝いた。lll崎さん　　　8，　所謂絹1磁瞭　ミオ・…　れぷこにつ・〉　川わノr　411田け二け

は昭和24年松本i蚕i業試験場長以来蚕の軟化荊に取り組功遂に　　　　宜（196i）1｛本ぷ糸’」冠ミ1臨尚）、（ξ品韻兇n：18

学会で定説になっていたヨ｝感染説をくつがえして伝染｛4ピー　　　9．　高稀釈液の捕∫∫↓tl4．　ll崎ヌ」・山llけ二：1’ハ・渕武・郎（1g

ルスが軟化病を引きおこすこと粒証明，防除対策を明らかに　　　　61）ll本蚕糸”じ会臨同1、念識演湖旨：抱

し蚕作の安定に寄与し魅力蹴・・蛾にすすめた・剛1端判）　10．　1漬に対すz，病刷相醐ヌ』・B坤撒3・陶1咽♪自9
伝染性のある蚕の軟化病（F）に関しての研究論文日次は口こ　　　　61）日木i籔糸’、｝’会中1｝㍑£‘‘iil“餓寅ハ．X百：∫

のとおりであるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刊．黎態1凋i査かド）汐た違｛’1要囚こ川騎力・RII沢氾・r1目6D

　　伝染性のある蚕の軟化病（F）に関する研究論文目次　　　　　日本蚕糸学会中部支1、1繍滅集X～‖：r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ1崎　　寿　　　　12傷述作に対する鋤置㌧苓の成累ぺ川縞」戸ll鰍1；｝ε・（冊6D

1．実態調査から見た不思議な違作二つ＝山崎寿q960）日　　　1同こ蘇糸学／沖部麟i；、据肋ミX、1いτ

　本蚕糸学雑志29（3）259，蚕糸界報69（809）：23～27（8　　13．1姐村n光の消1；」効1｛i－一山崎野・1～▲榔lll」い山川た｛｝な（1

　10）　：39～41　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　961）日氷蚕司S学会中斉ぱ｛部1、｛籏判．X畷：7

2・　実態調査から見た不思議な逮11また二つ・－lll崎寿（1960）　　1尋．〃ライトの消訪効‖（・ll部出・1｝）ばく・1！、L・lll川たけを（1

　日本蚕糸学会臨時大会講演要旨：17　　　　　　　　　　　　　96｜）日本蚕糸学斜W、1；支部、漏随、X、1｛：7

3．　経ロ接種による感染について一山崎売・酒羽・栄一・山川　　　15．病蚕体ロ塘砕および↓洞』ノノ法のlli遼と慰法　山肪ヵ．tll、

　たけを・下平睦男q960）日本蚕糸♪；’会臨同大会謝」腰旨　　　水祀元・山川たけを（国61）ll｛、ぷ，、s・〆ノ、中（；i駿，1｛；、11，1演集

　：17～18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X、質：7～8

4・その病原体について＝川1・鋳・紺様一・1加1たけを（］　16．鰯パF）¢）遺僻爆職1国，ぷ，削し蕊織，渓隣1に
　960）日木頚糸学会臨1時大会講演要旨d8　　　　　　　　　　施した場合の感染の1撫にっいて．川崎’」・山Hlたけを・

5・蚕の空頭病は伝染する＝山崎寿（1960）蚕糸界報69（81　　　飛山永男・llll川茂和バト・Wll男（1｛・6泊li｛、繁糸’｝轍己31
　6）　　：14＾ノ17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　：195

6．伝染性のある軟化病（F）についての問答＝山崎戊」川ll　　17∋前鉱期の作柄と｝ノくぷ川の1’鰍’凶’氾1｛、一川川たけを・山

　田たけを（1961）蚕糸界根70（825）113（・17（．1二）▽0　　　崎ヌ」（1962）1｛本蚕タ《学酷、』31（3）：憾5

　（826）：16～17（下のA）〃70（828）：16～18Cl・”）B）　　18．荊茶体りf液を接｛lnして｛、｝ll’∫1引、？cいヨ～品栢のW｝戎　（そ

7．　桑園土壊中におかれた病原体が桑樹に吸収さ，れそれを　　　　の・例）山画‖籏．川1け二Bを，ll｛．ず；扇鶴：葎設31（3）：

　食下した蚕に病気のうつる可能｜生について（予報）司L鵬　　　　195

　寿・酒井栄…・山田たりを（196D日本蚕糸学‡1間30（3）　　19’張U，1∫」1溺ピ，illM茂和・・1しi51、・川崎』」（1日6；D【1｛．ぷ
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・oT1繍糠1　鞭蹴㍑331ξ騨聯櫟詰鍵聯1：

25竃：蕊：ll　蕊：：∵2㌶霊ll　3孔；　㌫螺　：；＝）（蹴鮨諜｛7；

」1’1

AIWd竺’川・「1・1・か・1・胸つr（1963）1ぴ・鍵フ・　38．順プLl胸1’fに，L劔、［羽迫flば剖（牛1｜1、1肪．川｜

ノ6：1　㌫瓢1㌫畜に国靱た・、合のぞ。脚、39：こ爆；楚㌶瀦㌫・撚狸；㌶

’㍑蒜：蒜1［61；㌫㌶劉！、馴‡W㍑けム卵伽・㈹臓糸綱・
・’濡、1酬ノけ・欄す洲酬，繊、そ醐〔饗ll㍑制；㍑［㍑堺㌫・幣認
一llll「胞・哩た｛ナを・・1・掘・つ∫（1963）1｛木鯨学会　剰ら創1暇1｛　，　減（］・定）

唖支1制蹴xx・18　　　　　　　・同・齢よびL　3の桑園酬の小謝蹴＋ミー・1旧た髄
28・酬午柄の｜lt川｜診断に関する研究（1［）lf参断加・の検・I」　・1【1崎プ∫・小林あつF（lq65．1D　ll極糸・・y会・｝・綻蔀

　と・その爪【1果1目曲みノ」・IUIIIたレナを◆ノ1寸A‘｛うつ了・（1964）　「1λく　　　　。輻41ミ（予定）

賦‘’高?盾R3（3）・240～241　　　　　　42・入湘1∫の1喘ゐ…びに各蹴剤・・不｝刮ヒに附る蹴＝
29・軟化』ノ・（F）端・体剖緬し触の脳の1馴剛の・l」　Ill・1・・｛・戊・・lllmノ・けを・小4楠牙（1965．1D　l林鯨・1㌃

　ハ肉性甑細田戊和・束刊夫・松沢則了・叶ll崎ゐ（1064）ll木　　　　公1↓1部支部諭演（予定）

　ゴξ糸学郭n033（3）　：241　　　　　　　　　　　　　　　　　　」二ll己‘論文の大部分をすとめノこものとして

30・軟化病（F）洗｝ll・ll猶猫に介ド誕醐鯖の4ζの起　43．伝染性のあ緬の・欧1ヒ姐F）醐す棚1究．副予燥

弊，ll、1え∫ノ1｛蒜宥㌶懸鮒τ㌻、骨沢｝ll」こ㍑6脇1～2・’・Lll崎・バー・秤・醐

31籔鱗竃竃嶽灘i穿籔聯？44蕾竃㌶；罐葦÷）1三ぽ罐慧品

32・10元二綱1の連糊・ト腿「r醐靱・た畑一1剛ゐ覗　45・お秘しい輌）11蜘。（F）注の1ぱか朗鬼蹴
【llジ1’∫rlllllた｝悟（1964）1林」・紺・W｛誌33（3）・241　試験」易1～57＝Illi・・、｛、フ∫・llll1け、哨（1963）

蚕糸に関しての繊維学部の使命

らが旨来消滅されるθ〕てもない。人工繊紙だけでは人生の要

求’する所に不適当てあるために依然として天然繊組の需要が

准1たない現ll」1であイ1。この点だけても大学帽之れを研究し党．

界に只献べさである。之｝じカ㍊蹄γ畠｛の存孤む呈這があり，そ

の研究が使命てあろう。白然織維の戊亡生が鐙こ学的てあろうか

∫ltl”｝㌧1内であろうが織紬”ド部として｝よ之九1㌧ヲく然繊6∬を包含し

て研鍛し数査の任に当るのが至当てある。それを除外L．て学

1娼含仏をコ→学一色に改変企醐’するのけ弓勺’ll；の使命を1ぷるの甚

7こLいものである。他にたとえて言え｝〕三人Zヒに爪要な食抗｝日、

」止に悶する農ま1｝kLl，’部く選三に閃し研究1ノ敦北する学部が皆な1うx

心に包含されるとノ£ら｝ま識者は災殺するであろ）o要するに

繊時’ジ部を全部こ1学的にのみ改変1’ようとつ’る考えソ戊は明汀i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石　倉　新　十　郎

　ln州大学i蠣IPIφIll；右工学的一色に改変し虫糸に関する研究　　　初朗の大”｝ξ成立当汕の単純化された思想に抽われたもので，

を吐はうと秘の岡・学として・・榔臨働齢を’號　蜘酬員や醐伽’緒辻酬恥思想に因ζ、ものであろう
ない不：細酬て肪う・　　　　　　　　伽会はこ・糠給鰍議1こおいて当蹄に噛を促すべさで

て：丘鑑i戯瓢瓢蹴；ξ㍑瓢憲：あろ㌔　湘1軸幽剛蹴授綱長）
熟之燃燃・週Lが不∬1とな・たのではなく・また加　「』一一………一一一…一一一…

皆様の百貨店

上田中央



（6）砿158（耀瓠脇闘）千　曲　会　報　　　　昭加0細月順

　　　支会だより　灘瓢漂；謬江欄蹴謬；鴛’跳瓢ぽ

　　　　｛言　艸1　一　七　会　　　　　　師範の弟子が今日飯塚3段，関2段，山　　　にいるが，今毘脱イ」に際して出席が出

　＿七会は溜和5午・酬の尭蚕萎柁Lの宮3鮒多数螂角を肌ているがその他　漏」：うに1訓L二削81を取川っ
同級会である．このクラスは昭和†牌のにも多拠・る様あ竹θゾ・‥フ・ヒゲ　てくれノ・飢り脚品ける，肺1乏に《こ

入牲で全国から集収輌1か跡留学の伊綱・ニキ酬｜1・M山距肖　の悟　う己の砿い1醐1こ1’1鮭こ部：な
生，韓国よりの入身右もあつて開佼以来　　・4＼君・橋ホ刀は軍人に転向大佐殿として　　　ここイヤに出∫品することけ1｝ま礼にう・｝ししい

の多数クラスである．　　　　醐1さ」・ていノ・こと認従不悔の，堅堂　外刷拠蝸い心1・は融礁べ

恐竃雛麟㌶蹴灘蕊、《籔腰1；㌫；1三蒜樺懸㍑1畿謬㌶
は一易（’帥緋しい・べ・カ・多く・内z囮鵡そ）デこが昌のぷ砿だろうか・・己しノ・の蜘硬・側；鱒「1・している
政外交等も昭和維新とか渦州は11本の生　　ピンポソの出穂川，棒高の北朱力｛よ川会　一・じ会nの万に1，，州r｛住バ員の様「な川

　命線とかのスローガて国民の思想統一が　議貝として1占蹴している。800メートル　らせるとlll塒に　L二1い親1「トの一助と
図られた1痔てある。次第にllしもさわがし　　の北原刀は・ll～県会に、‘’．1碍lllされたこと　ノ∫れば†てある。尚このぐこの∫1とfξこに1ノビ）



　　竺竺1年口r　　　千　曲　会　報（羅撒船舶．｜58（，）

為替のご用は

　　はやくてたしかな
　　　　　富士をご利用下さい

千曲会へのこ造金は，当店宛の振替貯金

ロ座長野3523が一番ご便利です

　　　　　　上田市原町

皆椥㊧趾銀行上破店
一一一一一一

@　一　一一一一一一一＿＿＿　　　＿＿＿＿＿＿　　　　一＿＿＿＿＿＿＿＿　　1

日本学術会議第7期会員の選挙について

　未る11月25日に行なわれる日木学術会議身87期会員

の選挙に次の加糠糾かF・立候禰しております。

　　　全国区　東京農工大学教授　諸星静次郎氏

　　　　同　　蚕糸試験場長×村清之助氏
　尚・鎗6部（農学）の立候捕者お』：ぴ推せん候補者

の総放は22名て定員の23名にみらませんが，選挙は専

門をさめるために行われますので，棄楕しないように

御願いいたのます。
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